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● 現在の教育研究 

１．地域資源を活用したコミュニティ・ビジネス

の研究 

広島県北部をはじめ多くの地域では限界集落

といわれる高齢者が居住する農業集落が多い。こ

のような地域は市場から遠隔地に位置する条件

不利地域であり，多くの資金や労働力を投入した

ビッグビジネス型の推進は困難である。そのため，

集落や個人，グループ，集落を基盤にしたコミュ

ニティ・ビジネス型の推進が現実的であり，それ

に適したビジネスモデルの研究を行っている。 

 

２．地域資源を活用した商品開発の教育 

中山間地域といわれる県北部は優れた資源に

恵まれている。しかしそれらを活用した商品開発

を科学的な方法で推進する蓄積が欠しかったた

め，安定した評価を持続的に受けることが困難で

あった。そのことを踏まえて資源の設計，コンセ

プトづくり，実験計画法に基づき，現行商品の改

良案を提出させる実践型の教育を行っている。 

 

３．地域資源活用商品の評価に関する研究 

 厳しい条件に置かれながらも，創意工夫に基づ

いた特産品が開発されているが，その評価が高ま

りブランド化までには至っていない。ブランド推

進の前提として消費者の評価が客観的に得られ

る必要がある。そこで学部教育では独立性の検定，

分散分析，CS など統計手法に基づいた評価法を習

得させている。 

研究においては三原市の特産品であるタコ製

品の評価を三原市との協働プロジェクトを通じ

て行った。 

● 今後の目標• 抱負 

地域ブランド確立の研究 

地域ブランド推進のための最新の理論的実証

的研究を進め，地域独自のブランド価値を有する

特産品開発に貢献したい。特に資金などの経営資

源に乏しい広島県の島嶼部，北部中山間地域にと

っては解決を急ぐべき研究としてとりくみたい。 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

１．コミュニティ・ビジネスおよび６次産業

を通じた地域ブランド推進 

２．高齢者，障害者を重視した農業及びビジ

ネス活性 

 

● これまでの連携事例• 実績 

庄原市 起業支援助成事業審査 

    平成 20 年度から今日に至る 

庄原市 山内ブランド米（里山の夢）の開発普及 

    平成 23 年度から今日に至る 

 

三原市 タコ製品の有効成分解明と販売普及 

    (平成 23 年度協働プロジェクト事業) 

三原市 広島空港における資源活用，施設機能，

アクセスに関する三原市民意向調査 

    (平成 24 年度協働プロジェクト事業） 

 

呉市  安芸灘とびしま地域ブランドの開発普

及（県立大学重点研究 平成 22，24 年度） 

 

三次市 南部食ブランド協議会における食ブラ

ンド推進事業（平成 23 年度，24 年） 

 

広島銀行 コミュニティ・ビジネス，6 次産業人

材育成講座（平成 22，23 年度） 

 


